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問題と目的
	 コラージュに関する様々な研究が今までなされ
ているが、青木（2000）が指摘するように、「なぜ『コ
ラージュ』を導入し、そこから「何が」解釈でき、
治療につながったのかがよくわからないケースが
少なくない」。これは、「コラージュ制作そのもの
についての心理学的側面が実証的に明らかにされ
ていない」（中島・岡本，2006）ことと、コラージュ
の解釈が確立されていないことに起因すると思わ
れる。コラージュを制作することがどのような治
癒をもたらすのかという治療機序について検討す
るためには、制作過程そのものに関する研究、制
作者が制作過程においてどのようなことを感じ体
験しているのかという、制作者側の主観的体験に
焦点を当てた研究が必要であると思われる。この
ような研究は数少ないが、コラージュ制作過程や
制作による心理的変化に関する先行研究を以下に
挙げる。
	 佐藤（1999）は、コラージュの制作過程そのも
のについて分析した結果、コラージュ制作の基本
的な行動を、探索、抽出、配置、定着の４つに分
類し、さらに制作者の行動パターンを３種類見出
している。佐藤（2001）は、制作過程についてよ
り詳細に検討、考察し、コラージュの制作過程モ
デルとして、要素構成モデル、プロセス・モデル
を提示している。杉浦（1994）は、コラージュ制
作後の自由記述アンケートから、コラージュの治
療的要因として「心理的退行」「自己表出（気持
ちの解放）」「内面の意識化」「自己表現と美意識
の満足」「ラポール・相互作用・コミュニケーショ
ンの媒介」を挙げている。鈴木・佐藤（2000）は、
大学生135名に対して１回のみのコラージュ制作
を行ない、杉浦（1994）が挙げた治療的要因をも
とに作成した制作時の体験を問う質問紙を実施し、
「自己への理解」「自己への解放感」「楽しさと熱中」
「コミュニケーション促進」の４つの因子を見出
した。増田・小山（2006）は、大学生・大学院生
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20名を対象に１回のみのコラージュの自由制作を
行い、POMS（Profile Of Mood States）および
特性的自己効力感尺度の質問紙調査と半構造化面
接を実施している。内的変化内容を質的に分析し
たところ、「心理的退行」「カタルシス効果」「癒
しの体験」「達成感」「自己についての気づき」の
５つの変化を見出した。以上のコラージュ制作に
関する研究の多くは、制作が１回のみであり、１
回のみの制作で制作過程や制作による変化を十分
にとらえられないのではないかという疑問があり、
継続的に制作していく中で検討する必要があると
思われる。
	 コラージュを継続的に制作した研究に中島・岡
本（2006）、佐藤（2001）がある。中島・岡本（2006）
は、５回のコラージュ継続制作における心理的体
験の変化過程について質的に分析し、内的体験と
して３つの次元（拡散次元、統合次元、再構成次
元）、コラージュ制作に対する姿勢として２つの
タイプ（内的作業型、切り離し型）を見出した。
また、両タイプは次元が深まるにつれ、作品と制
作者との関係が変化していくことが明らかになっ
た。佐藤（2001）は、３年間にわたりコラージュ
を制作し、制作者と共にその振り返りを行なって
いる。考察の中で、一見整っているようにみえる
が窮屈さが含まれる作品が、“きれい”だけを追
求しなくなり、整然とした静かな、すっきりした
作品へ変化していったことを、「自己を可能な限
り破壊し、こだわりから解放され、自己の再構成
を始めているのではないか」とまとめている。こ
のように、継続的なコラージュ制作には１回のみ
の制作とは異なった体験過程があると考えられる。
継続的にコラージュ制作をすることにより、自己
の内面が変化し、また制作への取り組み方や表現
の仕方も変化してくることが考えられる。
	 そこで、本研究では、継続的なコラージュ制作
過程において制作者はどのような心理的体験をし
ているのか、その過程と変化に焦点を当てて検討
することを目的とする。その際、体験過程そのも
のを詳細に分析するために半構造化面接による質
的研究を行う。制作者の体験過程を理解すること
は、作品やクライエントの理解、およびコラー
ジュ療法の実践に対して示唆を与えると考えられ
る。本研究を実施するにあたり、以下のリサーチ
クエスチョンを設定した。
①	 コラージュ制作において、制作者は、どの
ようなことを感じ、体験しているのか
②	 継続制作において、何がどのように変化す
るのか
方 法
(1)	対象者
	 専門学校生・短大生・大学生・大学院生16
名（男性９名、女性７名）。平均年齢は25.25歳
（SD=4.99）。
(2)	実施時期と手続き
	 2007年５月～ 10月の間に、同一対象者に対し
て継続的に３回のコラージュ制作を行った。各回
の間隔は対象者によって異なるが、約２～５週間
であった。１回ごとに、コラージュ制作と半構造
化面接を行い、３回目の半構造化面接では３回の
振り返りも行った。マガジン・ピクチャーコラー
ジュ法、個別・自由制作にて実施し、時間は無制
限とした。コラージュ制作後の面接内容は、対象
者の了承を得て MD に録音し、後日、逐語録を
作成した。
(3)	半構造化面接の質問項目
	 赤塚（2005）、中島・岡本（2006）、青地・金丸
（2005）、櫻井・金丸（2005）、鋤柄（2005）、青木（2001）
を参考に、コラージュ制作時における体験に焦点
を当てた質問項目を設定した（Table 1）。具体的
には、作品のタイトル、制作プロセス、制作前・
中・後の気持ち、台紙の色、自分らしさ、自己像、
自己認識の変化、※３枚の作品を見て感じること、
※３回制作しての変化（※は３回目のみ）の各項
目であった。
分 析
(1)	分析の手続き
	 戈木（2005，2006）によるグラウンデッド・セ
オリー・アプローチを用いた。録音データを逐語
に起こし、データを面接者の質問に対する回答ご
とに切片化し、ラベルという概念名をつけた。そ
れらのプロパティ（データを見る視点）とディ
メンション（プロパティから見たデータの広が
り・範囲）をあげ、類似したラベルを同じグルー
プ、つまりカテゴリーへ分類する。さらに、カテ
ゴリーのプロパティとディメンションが類似した
カテゴリー同士を上位カテゴリーとしてまとめた
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№ 質問項目 意図1 作品のタイトルを教えてください。2 また、どのようなことを表現しようとして取り組みましたか？
3 どのようなプロセスで制作しましたか？ どのような制作態度―テーマを意識した、好きなものを貼った等―でコラージュを制作したのかについて知る。4 コラージュ制作前はどんなことを感じましたか？5 では、コラージュ制作中はどんなことを感じましたか？6 制作後はどんなことを感じましたか？7 何故台紙をその色にしたのですか？ 台紙の色をどのような事をイメージして用いたのかを知る。8 どのような点が、自分の作品らしいなと思いますか？ 自分自身をどのようにとらえ、それをどのように表現しているのかについて知る。
9 作品の中に自分自身、もしくは自分自身に近いものはありますか？もしあれば、何故それが自分自身、もしくは自分自身に近いと思うのか教えてください。 自己像のあり様を知る。10 コラージュを制作して、自分に対する何らかの意識の変化はありましたか？もしあれば、それはどのような変化ですか？ コラージュを制作することで、自分自身についての認識の変化があったかについて知る。11 3枚のコラージュ作品を見て、どんなことを感じますか？（※3回目のみ） 自分自身の作品の流れを見て、どう思っているのかを知る。12 コラージュを3回制作してみて、気持ちや意識の変化はありました 3回の制作過程を通して、どのような体験をし
何を表現しようとしていたのかについて知る。
コラージュ制作過程における内的体験について知る。
か？もしあれば、それはどのような変化ですか？（※3回目のみ） ているのかについて知る。13 そのほか、何かあれば自由にお話しください。 聞き漏らしたことや、対象者が話したりないことを拾う。
Table 1 半構造化面接における質問項目とその意図
（Table 2）。37個のカテゴリーを「状況」「行為／
相互作用」「帰結」へと当てはめ、現象の構造を
把握した。「状況」「行為／相互作用」「帰結」そ
れぞれに分類したカテゴリーの中で類似したもの
をまとめていき、パラダイム①として制作工程パ
ラダイム、パラダイム②として制作体験パラダイ
ムを作成した。制作工程パラダイムは、制作をど
のように始め、取り組み、どのように振り返った
のかを示している。制作体験パラダイムは、制作
の工程を通して制作者がどのような気持ちを感じ
たり体験したりしているのかを表している（Table 
3）。その後、制作による変化のパターンを見出
し、後述するパターンごとにカテゴリー関連図を
示し、暫定的な制作過程モデルを提示し、制作全
体のストーリーラインを記述した。
(2)	理論的飽和・理論的サンプリング
	 グラウンデッド・セオリー・アプローチにおけ
るデータ収集は、理論的飽和に至るまで続けるこ
とが求められる。理論的飽和とは、データから抽
出した概念が少数事例についても十分に説明がで
きる状態のことを指す。本研究では時間的制約が
あるため理論的飽和に至ることは難しいと考え、
暫定的モデルとしてモデル提示を行うこととした。
また、グラウンデッド・セオリー・アプローチで
は、理論的サンプリングによってデータの幅を広
げることになっているが、３回の調査に協力可能
という点でかなり対象者が絞られてしまい理論的
サンプリングは不可能であるため、データ同士を
比べる理論的比較によりデータの幅を広げること
とした。
結果と考察
(1)	リサーチクエスチョン①：コラージュ制作に
おいて、制作者は、どのようなことを感じ、体
験しているのか
	 コラージュ制作がどのように進むのか２つのパ
ラダイムを合わせ、概略的にストーリーラインを
記述する。なお、これ以降、上位カテゴリーは
『 』、カテゴリーは≪ ≫、ラベルは【 】、プ
ロパティは｛ ｝、ディメンションは〔 〕、アル
ファベットは制作者、＃は制作回数を示す。
	 制作前は、≪個人属性≫や≪制作への準備≫、
≪作品の方向性の探索≫、≪作品の方向性≫など
が、≪気がかり≫や≪期待感≫、≪戸惑い≫の気
持ちに主に影響を与えていた。≪個人属性≫の中
でも｛コラージュの制作経験｝は強く影響を与え
ており、経験が〔なし〕のものは、【不安】や【緊張】、
【困惑】など≪気がかり≫、≪戸惑い≫を感じや
すい。逆に、経験が〔あり〕のものは、どのよう
に制作したらいいか把握しているため、【楽しさ】
や【ワクワク感】など≪期待感≫を感じやすかった。
また、制作をはじめようと思っても、制作前のイ
メージがわいてこないと、それは【不安】や【困
惑】など≪気がかり≫や≪戸惑い≫を喚起しやす
かった。制作は、≪雑誌の選択≫、≪切り抜き作
業≫、≪作品の構成・配置≫、≪貼り付け作業≫、
≪台紙の選択と加工≫が循環的に行きつ戻りつし
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上位カテゴリー カテゴリー
【制作者の持つ好み】 【作業の好悪】 【価値観】 【コラージュの造詣】
【自己イメージ】 【色のイメージ】
【疲労】 【もともとの状態】 【体調】 【モチベーション】
【ストレス】 【欲求】 【気分】
【制作の思案】 【前回の振り返り】 【制作前の作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）】
【作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）の必要性】
【作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）に合う切抜きの探索】【制作過程でのｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）の変化】
【作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）の決定】 【作品の方向性の出所】
【作品タイトル】 【作品イメージ】 【作品テーマ】 【作品コンセプト】
【作品カテゴリー】
【雑誌の参照】 【雑誌の選定】 【ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）のわく切抜き】
【作品の主となる切抜き】 【興味をひく切抜き】 【気に入った切抜き】
≪資料からの触発≫ 【雑誌からの刺激】 【写真からの刺激】
≪台紙の選択と加工≫ 【台紙の大きさの選択】 【台紙の色の選択】 【台紙の加工】
【切抜きの選択】 【切抜きの切り方】 【切抜きのちぎり】 【切抜きの持ち込み】
【切り抜きの量】
≪貼り付け作業≫ 【貼り付けるものの創作】 【切抜きの貼り付け】
≪作品の構成・配置≫ 【空白・隙間への気がかり】 【作品レイアウトへの気がかり】
≪制作態度・こだわり≫ 【制作態度】 【制作者の持つこだわり】
【作業スピード】 【作業の難易度】 【作業のまとまり】 【作業のスムーズさ】
【作業への取り掛かり】
≪作業への慣れ≫ 【制作手順の把握】 【慣れの習得】
≪表現の枯渇≫ 【表現の行き詰まり】
【自己像】 【自己像の制作】 【自己像と自分のつながり】
【自己像に近いもの】 【自己像に近いものと自分のつながり】
≪自分らしさの表現≫ 【自分らしさの認識】 【自分らしさ】 【自分らしい理由】
≪雑誌の選択≫
≪切り抜き作業≫
≪自己像の表現≫
≪作業への取り組み≫
ラベル
≪個人属性≫
≪制作時の状態≫
≪制作への準備≫
≪作品の方向性の探索≫
≪作品の方向性≫
『制作作業』
『個人要因』
『自己表現』
『制作作業への構え』
【作品への違和感】 【作品の統合性】 【作品の満足感】 【作品の愛着】
【作品の表現】 【作品のまとまり・統合性の変化】 【作品の意外性】
【作品の複雑性の変化】 【作品の印象の変化】 【形式的側面の変化】 【内容的側面の変化】
【前回との比較】 【制作の振り返り】 【次作の方向性の思案】 【作品のシェア】
【作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）との合致】
【変化の認識】 【自己の再確認】 【自己の見つめなおし】 【自己への気づき】
【自己の確認】 【自分自身の変化】 【自己の振り返り】
≪調査・調査の枠組みへの関心≫ 【時間への気がかり】 【面接への気がかり】 【調査への関心】 【資料への関心】
≪コラージュへの関心・とらえ方≫ 【コラージュ制作への関心】 【コラージュ療法への関心】 【コラージュのイメージ】 【コラージュのとらえ方】
【他者との比較】 【他者の作品への関心】 【他者の制作への関心】 【他者への作品提示】
【他者の評価への関心】
≪気がかり≫ 【不安】 【心配】 【緊張】 【もやもや感】
≪期待感≫ 【楽しさ】 【ワクワク感】 【挑戦】
≪戸惑い≫ 【困惑】 【悩み】 【恥ずかしさ】
【楽しさ】 【面白さ】 【懐かしさ】 【心地よさ】
【リラックス感】 【自信】 【高揚感】
≪焦燥感≫ 【イライラ感】 【焦り】
≪不全感≫ 【物足りなさ】 【つまらなさ】 【不完全燃焼感】 【表現しきれなさ】
≪夢中≫ 【集中】 【没頭】
【不安】 【困惑】 【葛藤】 【罪悪感】
【ショック】
≪辛苦≫ 【苦しさ】 【辛さ】 【面倒くささ】 【退屈さ】
≪不満足感≫ 【不満足】 【失敗感】
≪疲弊感≫ 【疲労】 【ストレス】
≪満足感≫ 【満足】 【達成感】
【あきらめ】 【後悔】 【物足りなさ】 【落ち込み】
【焦り】
≪爽快・安堵感≫ 【爽快感】 【落ち着き】 【安心感】 【嬉しさ】
≪自分に対する再確認・気づき≫
≪心残り≫
≪充足感≫
≪当惑≫
≪他者への気がかり≫
≪作品の全容≫
≪振り返り≫
『制作後の気持ち』
『制作中の気持ち』
『作品の完成・振り返り』
『制作外への意識』
『制作前の気持ち』
Table 2 ラベル、カテゴリー、上位カテゴリーへのまとめ
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Table 3 制作工程パラダイムと制作体験パラダイム
≪個人属性≫ ≪制作時の状態≫ ≪気がかり≫ ≪期待感≫
≪制作への準備≫ ≪作品の方向性の探索≫ ≪戸惑い≫ ≪調査・調査の枠組みへの関心≫
≪表現の枯渇≫ ≪作品の方向性≫ ≪コラージュへの関心・とらえ方≫
≪作業への慣れ≫
≪雑誌の選択≫ ≪資料からの触発≫ ≪充足感≫ ≪不全感≫
≪切り抜き作業≫ ≪作品の構成・配置≫ ≪夢中≫ ≪当惑≫
≪貼り付け作業≫ ≪台紙の選択と加工≫ ≪焦燥感≫ ≪辛苦≫
≪自己像の表現≫ ≪自分らしさの表現≫ ≪他者への気がかり≫
≪制作態度・こだわり≫ ≪作業への取り組み≫
≪作品の全容≫ ≪振り返り≫ ≪不満足感≫ ≪疲弊感≫
≪自分に対する再確認・気づき≫ ≪満足感≫ ≪爽快・安堵感≫
パラダイム①　制作工程パラダイム パラダイム②　制作体験パラダイム
状況
行為／相互作用
帰結
≪心残り≫
ながら、進行していった。｛イメージのわく切抜
きの量｝、｛興味をひく切抜きの量｝、｛作品の主と
なる切抜きの量｝は、制作中の気持ち・体験に強
く影響を与えていた。イメージのわく切抜きや興
味をひく切抜き、作品の主となる切り抜きと出会
えることで、【楽しさ】、【面白さ】など≪充足感
≫を感じ、また、｛楽しさの程度｝や｛面白さの
程度｝が〔高い〕と制作へ≪夢中≫になっていっ
た。また、｛イメージのわく切抜きの量｝、｛興味
をひく切抜きの量｝、｛作品の主となる切抜きの量｝
は、制作後の気持ち・体験にも強く影響を与えて
いた。制作中にイメージや興味のわく切抜きに出
会えることは、【満足感】や【嬉しさ】などを喚
起しやすく、≪満足感≫や≪爽快・安堵感≫へつ
ながっていくと考えられる。制作作業そのものか
らも影響を受けることが示された。≪切り抜き作
業≫や≪貼り付け作業≫は、昔、類似したことを
やったことがあるなどの記憶が思い出され、【懐
かしさ】を喚起しやすかった。さらに、≪切り貼
り作業≫や≪貼り付け作業≫は、【楽しさ】【面白
さ】を感じさせやすかった。≪雑誌の選択≫にお
いて、色々な雑誌を見ることでも、それらの気持
ちは喚起される。制作が終了すると、作品として
仕上げられたこと自体が、≪満足感≫や≪爽快・
安堵感≫を喚起すると考えられる。一枚の作品と
して可視化することで、作品の統合度や色使い、
満足度、愛着度などが確認され、それらの程度が
高いと、≪満足感≫や≪爽快・安堵感≫を感じや
すいが、それらの程度が低いと、≪不満足感≫や
≪心残り≫へつながると想定される。特に、統合
度は多くの制作者が気にしており、制作者にとっ
て作品がまとまっているかどうかは重要なポイン
トであることが窺える。作品や制作を振り返るこ
とでも、気持ち・体験は影響を受け、≪自分に対
する再確認・気づき≫へつながる。また、作品や
制作で振り返った内容は次回の制作へ影響してい
ると考えられる。これらの傾向は参加者16名に全
体的に見られた。
(2)	リサーチクエスチョン②：継続制作において、
何がどのように変化するのか
	 自己に関連したカテゴリー≪自己像の表現≫、
≪自分らしさの表現≫は、制作者によっては変化
をみせた。継続制作により、作品に表現される自
己と制作に取り組む自分自身が変化してくる可能
性が示唆され、佐藤（2001）、中島・岡本（2006）
の結果を支持するものであった。３回の制作過程
の中で、次の４つの変化のパターンが見出された。
①コラージュ制作に慣れており、もしくは慣れて
いき、新しい表現へ挑戦しようとするパターン、
②制作に慣れ、作品の統合性が高くなっていくパ
ターン、③自分の表現したいことを一通り表現し、
表現の行き詰まりを感じるパターン、④作品の表
現が内面的なものになっていくパターン。以下、
各パターンのストーリーラインを述べる。
①	 コラージュ制作に慣れており、もしくは慣れ
ていき、新しい表現へ挑戦しようとするパター
ン（B，E）
	 カテゴリー関連図を Figure 1 に示す。このパ
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ターンは、｛コラージュ制作経験｝が〔あり〕、も
しくは、制作を重ねることで≪作業への慣れ≫が
獲得されていき、新しい表現をしたいという【挑
戦】の気持ちが強くなり、前回と違う作品を作る
【制作態度】が強く働くことで、新しい表現へと
つながっていったと推察される。≪作業への慣れ
≫が獲得されていくことで、制作前の≪気がかり
≫や≪困惑≫は低くなり、逆に≪期待感≫を感じ
やすいと考えられる。B は、もともと｛コラージュ
制作経験｝が〔あり〕、｛創作への好悪｝も〔好き〕
であった。創作作業への関心や慣れの程度が高い
ため、【挑戦】の気持ちが強くなったと思われる。
しかし、新しい表現へ挑戦したが、うまくいかず、
制作中や制作後は≪不全感≫≪不満足感≫≪心残
り≫を強く感じており、【作品の愛着度】や【作
品の満足度】は〔低い〕ものとなった。最終回には、
≪自分に対する再確認・気づき≫で自分自身の表
現や創作におけるこだわりなどを自覚し、【自己
への気づき】を得ていた。E は、｛コラージュの
制作経験｝が〔なし〕であったが、制作を重ねる
ことで≪作業への慣れ≫が獲得されていった。１、
２回目は自分の好きなものや制作時の気分を自問
するような作品を制作していたが、１、２回目の
ものとは違った作品を作りたい【制作態度】から、
３回目は【作品のイメージ】【作品のテーマ】な
どの≪作品の方向性≫を設定せずに制作した。し
かし、｛作品の統合度｝や｛作品の愛着度｝が〔低
い〕作品になってしまったため、≪爽快・安堵感
≫があまり感じられなかった。
②	 制作に慣れ、作品の統合性が高くなっていく
パターン。（C，D，F，O，P）
	 カテゴリー関連図を Figure 2 に示す。このパ
ターンは、｛コラージュ制作経験｝が〔ない〕も
のが制作を重ねることで、【制作手順の把握】や【慣
れの習得】などの≪作業への慣れ≫を獲得してい
き、｛作品の統合度｝が高くなっていったと考え
られる。C、D、F、O、P は、｛コラージュ制作経験｝
が〔ない〕ため、制作前はどのように制作したら
いいのか分からず、【不安】や【困惑】などの≪
気がかり≫≪戸惑い≫を感じやすかった。しかし、
制作を重ねることで≪作業への慣れ≫が獲得され
ていき、≪作業への取り組み方≫≪切り抜き作業
≫≪貼り付け作業≫で変化がみられるようになっ
た。また【制作手順の把握】などができていくた
め、制作前に感じていた≪気がかり≫や≪戸惑い
≫は弱くなっていき、逆に【楽しさ】や【ワクワ
ク感】などの≪期待感≫を感じやすくなっていっ
た。徐々に｛作品の統合度｝が〔高い〕ものになっ
ていき、制作者自身がその変化に気づいていく傾
向にある。
③	 自分の表現したいことを一通り表現し、表現
の行き詰まりを感じるパターン。（I，J）
	 カテゴリー関連図を Figure 3 に示す。このパ
ターンは、自分の表現したいものを一通り表現し
制作回数を重ねることで、≪表現の枯渇≫が強く
感じられるようになっていったと推察される。｛制
作前の作品イメージ（テーマなど）の明確度｝も
低くなり、制作前に≪気がかり≫や≪戸惑い≫を
感じやすくなっていった。I は、１、２回目は｛作
品のイメージ（テーマなど）の有無｝が〔あり〕、
｛作品のイメージ（テーマなど）の明確度｝も〔高
い〕作品を制作していたが、３回目では≪表現の
枯渇≫を感じ、他者はどのような作品を制作して
いるのかという【他者の作品への関心】や【他者
の制作への関心】を抱くようになった。J は、〔３
つとも違う作品にする〕という【制作態度】を持
ち、毎回｛作品イメージ（テーマなど）の明確度｝
が高い作品を作成した。しかし、回数を重ねるこ
とで自分自身が思っていたよりも表現の引き出し
が少ないことを実感し、≪表現の枯渇≫を３回目
で強く感じていた。また、自分自身の表現が思っ
ていたよりも少ないという≪自己への気づき≫を
得ていた。I も J も毎回、｛作品のイメージ（テー
マなど）の有無｝が〔あり〕、｛作品のイメージ（テー
マなど）の明確度｝も〔高い〕作品を制作してい
ることから、≪作品の方向性≫は≪表現の枯渇≫
に関係があることが推測される。また、作品を全
て違う作品にするという≪制作態度・こだわり≫
の強さも関係があると考えられる。
④	 作品の表現が内面的なものになっていくパ
ターン。（G，H）
	 カテゴリー関連図を Figure 4 に示す。このパ
ターンは、制作を重ねることで、自分自身の気持
ちや自分の持つ理想像などを作品へ表現するよう
になっていく。G は、１回目は「はじけたい気
持ち」（＃１）で取り組んでいるが、【作品への表
現】としては「春らしさ」であり、２回目は自分
の緊張や不安を作品の濃淡で表現しているようだ
が、「夏らしさ」、「海らしさ」が【作品への表現】
であった。３回目では、自分自身の悩んでいる気
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Figure 1 コラージュ制作に慣れており、もしくは慣れていき、新しい表現へ挑戦しようとするパターン
個人要因
≪個人属性≫≪制作時の状態≫
制作前の気持ち
≪気がかり≫≪期待感≫≪戸惑い≫
制作作業
≪雑誌の選択≫≪雑誌からの触発≫≪切り抜き作業≫≪作品の構成・配置≫≪台紙の選択と加工≫≪貼り付け作業≫≪制作への準備≫≪作品の方向性の探索≫≪作品の方向性≫
制作への構え
≪制作態度・こだわり≫≪作業への取り組み≫≪作業への慣れ≫≪表現の枯渇≫
制作中の気持ち
≪充足感≫≪焦燥感≫≪不全感≫
制作外への意識
≪調査・調査の枠組みへの関心≫≪コラージュの関心・とらえ方≫≪他者への気がかり≫
高い：好みの認識の程度高い：性格の認識の程度高い：状態の認識の程度
イメージに合う切り抜き：見つからない余白・空白の程度：多い作品とイメージの一致度：低い
制作回数の意識の程度：高い作業への慣れの程度：高い高い：制作時間への気がかりの程度高い：調査への関心度
自己表現
≪自己像の表現≫≪自分らしさの表現≫
≪辛苦≫≪夢中≫≪当惑≫
作品・制作の振り返り
≪作品の全容≫≪振り返り≫≪自分に対する再確認・気づき≫
不完全燃焼感の程度：高い焦りの程度：高い
作品の愛着度：低いイメージと作品の一致度：低い
制作後の気持ち
≪不満足感≫≪疲弊感≫≪満足感≫≪爽快・安堵感≫≪心残り≫ 上位カテゴリー制作回数により、制作者によっては変化のみられる上位カテゴリー
上位カテゴリー間の動き
カテゴリーそのものから発する動き
Figure 2 制作に慣れ、作品の統合性が高くなっていくパターン
他者の反応への気がかりの程度：高い
物足りなさの程度：高い
高い：面接への意識の程度制作前の作品イメージの明確度：低い
コラージュの制作経験：なし
個人要因
≪個人属性≫≪制作時の状態≫
制作前の気持ち
≪気がかり≫≪期待感≫≪戸惑い≫
制作作業
≪雑誌の選択≫≪雑誌からの触発≫≪切り抜き作業≫≪作品の構成・配置≫≪台紙の選択と加工≫≪貼り付け作業≫≪制作への準備≫≪作品の方向性の探索≫≪作品の方向性≫
制作への構え
制作中の気持ち
≪充足感≫≪焦燥感≫≪不全感≫≪辛苦≫≪夢中≫≪当惑≫
制作後の気持ち
制作外への意識
≪調査・調査の枠組みへの関心≫≪コラージュの関心・とらえ方≫≪他者への気がかり≫
高い：好みの認識の程度高い性格の認識の程度高い：自分の理想像の認識度
空白・余白への意識の程度：高いイメージに合う切り抜きの量：少ない
イメージに合う切り抜き：見つからないイメージのまとまりのよさ：悪い気に入った切り抜き：見つかる好きな切り抜き：見つかる
作品の愛着度：高い余白・空白への気がかりの程度：高い高い：イメージと作品の一致度：低い作品の統合性の程度：高い
自己表現
≪自己像の表現≫≪自分らしさの表現≫
≪制作態度・こだわり≫≪作業への取り組み≫≪作業への慣れ≫≪表現の枯渇≫
作品の完成・振り返り
≪作品の全容≫≪作品・制作の振り返り≫≪自分に対する再確認・気づき≫
≪不満足感≫≪疲弊感≫≪満足感≫≪爽快・安堵感≫≪心残り≫
高い：作業への慣れの程度高い：作業の把握の程度
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Figure 3 自分の表現したいことを一通り表現し、表現の行き詰まりを感じるパターン
高い：表現の枯渇の程度
高い：自分の好みの認識の程度高い：自分の性格の認識の程度高い：制作時の状態の認識の程度
個人要因
≪個人属性≫≪制作時の状態≫ 制作前の気持ち≪気がかり≫≪期待感≫≪戸惑い≫
制作作業
≪雑誌の選択≫≪雑誌からの触発≫≪切り抜き作業≫≪作品の構成・配置≫≪台紙の選択と加工≫≪貼り付け作業≫≪制作への準備≫≪作品の方向性の探索≫≪作品の方向性≫
自己表現 制作への構え
制作中の気持ち
≪充足感≫≪焦燥感≫≪不全感≫≪辛苦≫≪夢中≫≪当惑≫
制作外への意識
≪調査・調査の枠組みへの関心≫≪コラージュの関心・とらえ方≫≪他者への気がかり≫
イメージに合う切り抜き：見つからない余白・空白の程度：多い
≪自己像の表現≫≪自分らしさの表現≫ ≪制作態度・こだわり≫≪作業への取り組み≫≪作業への慣れ≫≪表現の枯渇≫ 制作後の気持ち
≪不満足感≫≪疲弊感≫≪満足感≫≪爽快・安堵感≫≪心残り≫
イメージと作品の一致度：低い隙間・余白の多さ：多い色合いの満足度：高い作品の統一感：低い
作品完成・振り返り
≪作品の全容≫≪制作・作品の振り返り≫≪自分に対する再確認・気づき≫
持ちを作品に表現し、制作を重ねるにつれ、自分
自身の気持ちを作品に表現するようになっていっ
た。また、G は、３回制作することで、自分自身
の気持ちに注目するようになるなどの【自分自身
の変化】がみられた。H は、１回目も２回目も
自己像を作品に表現することなく制作が終わって
いるが、３回目では、ある写真を見つけたときに
自分自身の理想像が喚起され、それを自己像とし
て作品に取り込んでいた。≪雑誌の参照≫におい
て【イメージ（テーマなど）のわく切抜き】を発
見したことが、≪自己像の表現≫へつながったと
考えられる。I は、１回目は、車を運転したいと
いう欲求を作品として表現しているが、２回目で
は作品と距離を置き、作者があまり見えて欲しく
ないこと、作品を一人歩きさせたいことを述べて
いた。しかし、３回目では、制作時に感じていた
自分自身の気持ちを作品に投影していた。３回目
は、制作時に感じていた｛気持ちの認識度｝、｛欲
求の程度｝が〔高い〕ことが作品に影響している
と考えられる。
総合考察
(1)	リサーチクエスチョン①：コラージュ制作に
おいて何を感じ、体験しているのか
	 制作体験パラダイムの気持ち・体験は、制作工
程パラダイムや制作作業そのものからも喚起され
ることが示された。制作前は、≪気がかり≫≪期
待感≫≪戸惑い≫などの気持ち・体験が感じられ
ることが多く、｛コラージュの制作経験｝や｛手
順の把握の程度｝｛作業への慣れの程度｝などが
それらに影響を与えていると考えられる。制作中
は、≪集中≫≪充足感≫≪辛苦≫≪当惑≫≪焦燥
感≫≪不全感≫などの気持ち・体験が感じられる
ことが多く、それらは≪雑誌の選択≫≪切り抜き
作業≫≪作品の構成配置≫≪貼り付け作業≫≪台
紙の選択と加工≫の『制作作業』から喚起される
ことが多かった。また、制作中に興味・関心のあ
る切り抜きとの出会いが、作品のテーマや制作中
の気持ちに影響を与えることが考えられた。制作
中に≪不全感≫≪焦燥感≫≪辛苦≫などネガティ
ブな体験をしていると、制作後の気持ちもネガ
ティブになりやすい。制作後は一枚の作品として
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Figure 4 作品の表現が内面的なものになっていくパターン
個人要因
≪個人属性≫≪制作時の状態≫ 制作前の気持ち≪気がかり≫≪期待感≫≪戸惑い≫
制作作業
≪雑誌の選択≫≪雑誌からの触発≫≪切り抜き作業≫≪作品の構成・配置≫≪台紙の選択と加工≫≪貼り付け作業≫≪制作への準備≫≪作品の方向性の探索≫≪作品の方向性≫
自己表現
≪自己像の表現≫
制作への構え
≪制作態度・こだわり≫≪作業への取り組み≫≪作業への慣れ≫≪表現の枯渇≫
制作中の気持ち
≪充足感≫≪焦燥感≫≪不全感≫≪辛苦≫≪夢中≫≪当惑≫
制作外への意識
≪調査・調査の枠組みへの関心≫≪コラージュの関心・とらえ方≫≪他者への気がかり≫
高い：好みの認識の程度高い：性格の認識の程度高い：状態の認識の程度
コラージュの制作経験：なし
イメージに合う切り抜き：見つからない気に入った切り抜き：見つかる興味ある切り抜き：見つかる
≪自分らしさの表現≫ 制作後の気持ち
≪不満足感≫≪疲弊感≫≪満足感≫≪爽快・安堵感≫≪心残り≫
作品のバランスの満足度：高い作品の愛着度：高い作品の満足度：高い作品とイメージの合致度：高い作品の統一感：高い
作品完成・振り返り
≪作品の全容≫≪制作・作品の振り返り≫≪自分に対する再確認・気づき≫
完成できたことで≪爽快・安堵感≫≪満足感≫が
喚起されやすく、自分のイメージなどが作品とし
て可視化されることで｛作品の満足度｝｛作品の
愛着度｝｛作品の統合度｝｛色使いの満足度｝など
が確認され、それらの満足度が低いと≪不満足感
≫≪心残り≫を喚起しやすい。逆に、それらの満
足度が高いと≪満足感≫≪爽快・安堵感≫を感じ
やすいことが示された。
	 本研究によって得られた上位カテゴリー間の関
連は、中島（2006）が提示している【段階Ⅰ】～
【段階Ⅵ】の制作行動と類似している。具体的に
は、【段階Ⅰ：迷い、不安、焦り（雑誌めくり）】、
【段階Ⅱ：出会い・ひらめき・連想（気になる切
抜きが見つかる）】、【段階Ⅲ：没頭（切り取り⇔
探索）】、【段階Ⅳ：試行錯誤（配置、定着）】、【段
階Ⅴ：我に返る（作品の仕上げ、完成）】、【段階Ⅵ：
イメージの醸成・自己への気づき（制作後のイン
タビュー）】である。中島（2006）は各段階につ
いて、「不可逆的なものではなく、絶えず行き来
しながら、最後の段階へと至る」と考察しており、
【段階Ⅲ：没頭】がどれだけできるか、そのきっ
かけとなる【段階Ⅱ：出会い・ひらめき・連想】
における「“切抜きとの出会い”が重要な意味を
持つと考えられる」と述べている。本研究におい
ても、これらと同様の流れが認められた。佐藤
（2003）は、作品の核となるような素材の発見に
より方向性が決定され、素材からの様々な刺激に
より素材が結びつけられ、心理状態などが活性化
されるコラージュの制作過程として、「素材探索
⇒核となる素材の発見⇒テーマの産出⇒テーマの
展開・修正／素材収集／構成⇒作品完成」という
流れを提示している。本研究の制作パラダイムの
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流れにおいても、類似した流れがみられた。また、
制作中および制作後の気持ち・体験として抽出さ
れたカテゴリーおよびラベルは、加藤（2006）が
KJ 法によって抽出したものと類似している。加
藤（2006）は、コラージュ制作による気分として
「楽しい」、「すっきりした」、「達成感」、「落ち着
いた」、「作品に対する満足」、「洞察」、「意欲」、「自
信」、「明るい気分」「制作に対する不満・心残り」、
「疲労」、「飽きた」、「焦り」、「作品に対する不満」、
「変化なし」、「心残り・懐かしい」の16のカテゴ
リーを抽出している。この16のカテゴリーは、本
研究で得られた37個のカテゴリーに類似している。
杉浦（1994）は、コラージュの治療的要因として、
「心理的退行」、「自己表出（気持ちの開放）」、「内
面の意識化」、「自己表現と美意識の満足」などを
挙げている。切り貼り作業は、遊び的な感覚が含
まれているため、心理的退行を促すことが指摘さ
れているが、本研究においても、切り貼り作業は、
懐かしさという気持ちを喚起することが示された。
また、「自分の内面にあるものを表現できた喜び
やバランスの取れた作品ができたことの喜び」（杉
浦，1994）を表す「自己表現と美意識の満足」や、
出来上がった作品から全体的イメージを受けとめ
内面を意識化するという流れは、本研究において
も同様に認められた。
	 以上のように、本研究が提示した４つのパター
ンごとの暫定的制作過程モデルにおいて、これら
の先行研究と類似した流れや気持ち・体験が見出
されていることから、本モデルはある程度、妥当
性があると考えられる。これまで、コラージュ制
作過程に関する研究は行われてきたが、制作過程
およびそれから影響を受ける気持ち・体験を表す
モデルは提示されてこなかった。本研究は、暫定
的ではあるが、このような制作者の気持ち・体験
を表すモデルを提示できたという意味で意義があ
ると考えられる。
(2)	リサーチクエスチョン②：コラージュ継続制
作過程における変化
①	 カテゴリーに見られる変化
	 制作体験パラダイムのカテゴリーにおいて、制
作回数を重ねることで変化がみられたものは、≪
調査・調査の枠組みへの関心≫≪コラージュへの
関心・とらえ方≫≪他者への気がかり≫≪気がか
り≫≪戸惑い≫≪期待感≫である。制作を重ねる
ことで≪調査・調査の枠組みへの関心≫は多少変
化がみられ、初回はコラージュ制作後に面接があ
ることから面接を意識するようになる制作者もい
る。≪コラージュへの関心・とらえ方≫は、制作
を重ねることでコラージュに対するイメージが変
化する制作者もいた。≪他者への気がかり≫は、
次第に他者の目を気にしなくなる制作者もいたた
め、変化する可能性が考えられる。≪気がかり≫
≪戸惑い≫≪期待感≫については、回数を増すに
つれ作業に慣れていくため≪気がかり≫や≪戸惑
い≫よりも≪期待感≫を感じやすくなるが、一方
で≪表現の枯渇≫を体験することで≪気がかり≫
や≪戸惑い≫を感じると考えられる。制作中に感
じる≪充足感≫≪焦燥感≫≪不全感≫≪辛苦≫≪
当惑≫≪集中≫、制作後に感じる≪満足感≫≪不
満足感≫≪爽快・安堵感≫≪心残り≫≪疲労感≫
は、制作中にイメージや興味をひく切抜きと出会
えるか、作品の主となる切抜きを見つけられるか
によるところが大きく、制作回数による変化とい
うものはみられないと考えられる。制作工程パラ
ダイムのカテゴリーにおいて、制作回数を重ねる
ことで変化がみられたものは、≪作業への慣れ≫
≪制作への準備≫≪表現の枯渇≫≪作品の方向性
≫≪切り抜き作業≫≪作品の構成・配置≫≪貼り
付け作業≫≪台紙の選択と加工≫≪制作態度・こ
だわり≫≪作業への取り組み≫≪作品の全容≫な
どである。継続的にコラージュを制作することで
制作に慣れていき、また回を重ねるにつれ前回の
制作を意識したものになっていく。また、作品の
統合性は、多くの制作者が気にしながら制作する
ため、回を重ねることで作品の統合性が高くなっ
ていく。
	 しかし、継続的に制作することによる変化は、
このような表層的なものだけではなく、≪自分ら
しさの表現≫≪自己像の表現≫≪自分に対する再
確認・気づき≫など、自己に関連したカテゴリー
も回数を重ねることで変化をみせた。≪自己像の
表現≫では、H は、初回、２回目の制作では自己
像を制作しなかったが、最終回では自分の理想像
として自己像を制作している。また、P も同様に、
初回、２回目は自己像を表現しなかったが、最終
回では普段の自分を表すような自己像を作成して
いる。I は、初回は車を運転している人に自己像
を投影し、車を運転したいという自分の欲求を表
現していたが、２回目は自己像はなく、３回目は、
その時に感じている気持ちを自己像へ投影してい
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る。このように、自己像に投影されているものが、
より内面的なものへと変化している。逆に、K
は、初回では人間の切抜きを自己像とし、２回目
は動物の切抜きを自己像としていたが、最終回で
は自己像は表現されなくなった。≪自分らしさの
表現≫では、C と E は、自分らしさとしての表
現が自分の好みから自分の性格へと変化した。ま
た、F は、初回は切り抜きに、２回目は切り抜き
と色合いに自分らしさを表現していたが、３回目
は作品のテーマに自分らしさを表現しており、自
分らしさを表現する箇所が広がっている。≪自分
に対する再確認・気づき≫は、G は、３回継続的
に制作することで自分の気持ちをはっきりと作品
へ表現するようになったり、普段の生活において
も自分の気持ちを考えたり、気持ちに注目するよ
うになったと述べている。F は、何が原因かは分
からないが日常生活で活動的になったと述べてい
る。N は、初回と２回目は自分に対する再確認
や気づきの変化は特にないとしていたが、３回目
では自分の新しい表現へ気づきを得ていた。また、
K は、自分の好みを各回で再確認していき、好み
がはっきりしていったと述べている。
	 これらのことから、継続制作により、作品に
表現される自己と制作に取り組む自分自身とい
うものが変化してくる可能性が示唆され、佐藤
（2001）、中島・岡本（2006）の結果を支持するも
のとなった。自分の好みや性格などを制作により
再確認したり気づいたりすることは、杉浦（1994）
も指摘している。中村（1999）は、コラージュ作
品を制作する際、素材の「選択と取捨」の機会が
３回与えられることを、「選択行為の反復性」とし、
コラージュ技法の作業過程の特徴としてあげてい
る。つまり、コラージュ制作過程においては、雑
誌から素材を選ぶ際、素材の構成や配置などを考
える際、貼り付け作業をする際の３回、「選択と
取捨」を行うのである。コラージュの制作過程に
おいて、何を使い、どのように、どこに貼り付け
るかという選択を繰り返すことは、自分の好みや
自分自身の性格、自分の持つ価値観への再確認や
気づきを引き出すのではないだろうか。
②	 制作過程の変化パターン
	 半構造化面接により得られた録音データの分析
を通して、４つのパターンの制作過程暫定モデル
が提示された。中島・岡本（2006）は、継続制作
における内的体験の次元として、拡散次元、統合
次元、再構成次元の３つを見出している。拡散次
元は、コラージュ制作に慣れておらず、どう表現
したらいいか分からないままに終わり、テーマ性
も薄い。統合次元は、ある程度コラージュ制作に
慣れ、どのように表現したいかが分かってくるた
め、まとめようとする意思も強くテーマ性も高い。
再構成次元は、統合次元で一通り表現したいこと
をし尽くし、新たな表現方法や価値観を冒険した
り挑戦したりするようになるため、作品の印象が
変容する。本研究で提示した、①コラージュ制作
に慣れており、もしくは慣れていき、新しい表現
へ挑戦しようとするパターン、②制作に慣れ、作
品の統合性が高くなっていくパターンは、中島・
岡本（2006）の統合次元に類似している。③自分
の表現したいことを一通り表現し、表現の行き詰
まりを感じるパターンは、新たな表現方法や価値
観へ冒険・挑戦するところまで至っていないため、
中島・岡本（2006）の再構成次元とは異なる。本
研究では制作回数が３回であり、中島・岡本（2006）
の５回の制作回数より少ないため、新たな価値観
への挑戦まで至らなかったのではないかと考えら
れる。また、本研究で見出された④作品の表現が
内面的なものになっていくパターンは、中島・岡
本（2006）の次元とは異なるものである。杉浦
（1994）が治療的要因として挙げた「自己への理解」
「自己への解放感」「楽しさと熱中」や、増田・小
山（2006）の「心理的退行」「カタルシス効果」「癒
しの体験」「達成感」「自己についての気づき」と
も異なる。このパターンは、継続的に制作してい
くことで制作者自身の中でより深い変化が起きる
可能性を示唆するものである。
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